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ユーザーのみなさまへ
この度は、FIAT 500eをお買い求めいただき、誠にありがとうございます。
・このクイックガイドでは、お車をお使いいただくための主な注意事項や推奨事項をご案内しています。
・このクイックガイドは、取扱説明書本編の詳細な内容に代わるものではありません。
・ このクイックガイドは、イタリアで編集・作成されたものを基本に日本語版として制作しています。お車の装備や機能、操作方法は
予告なく変更される場合があります。取扱説明書の内容と異なるときは常にお車の状態が優先されます。
・ 本取扱説明書で使用しているイラストは、本国仕様車および左ハンドル車のものを基本としています。イラストによっては、スイッ
チや部品の配置、操作方法などが異なる場合があります。
・ 本文中では、オプション装備品やタイプ別装備品によって、装備している車とそうでない車があるときに、＜装備車＞という記載で
表現しています。
・ このクイックガイドをお読みになった後は、すぐに参照できるように、また万一お車を売却する際にも車内に残せるように、車内に
保管しておくことをお勧めします。

Stellantisジャパン株式会社
www.fiat-auto.co.jp
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運転席

名称
A メーターパネル
B ホーン
C ダッシュボードのヒューズボックス
D ステアリング横のスイッチ
パーキングアシストの作動/解除
ESCの作動/解除
リアフォグランプ
ヘッドライト光軸調整

名称
A 左側レバー
車外ランプ

B 右側レバー
フロントウインドーワイパー
リヤウインドーワイパー

C   トラフィックジャムアシスト
（TJA）の作動/解除

  アダプティブクルーズコント
ロール（ACC）の作動/解除

  クルーズコントロールの作動
/解除

  アダプティブクルーズコント
ロール（ACC）の距離設定

LIM   スピードリミッター、インテリジェントスピードコント
ロール（ISC）の作動/解除

名称
C SET +/-   設定、+/－スイッチ

CANC  キャンセルスイッチ

RES  RESUME（再設定）スイッチ
D   電話の受信

  音声認識機能、 
Apple CarPlay/Android Auto

  通話の終了
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センターコンソール

名称
A Uconnect
B エアコン送風口
C エアコンコントロールパネル
USBポート
ワイヤレスチャージングパッドモ
ジュール

D シフトスイッチ

エアコンコントロールパネル

温度設定スイッチ

AUTO AUTOモードスイッチ
A/C エアコンコンプレッサー作動/停

止スイッチ
前後の足元送風口からの送風

中央/サイド送風口からの送風

フロントウインドー/フロントサ
イドウインドー送風口からの送風
デフロスタースイッチ

リアデフロスタースイッチ

内気循環スイッチ

OFF オフスイッチ
送風量調整スイッチ
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メーターパネル
B

CD

A B A

名称
A 警告灯
B 以下の通知エリア
・ 作動ギア
・ リアシートベルト着用状態
・  ドライブアシスタンスおよびアク
ティブセーフティシステム

C スピードメーター
D マルチファンクションダイヤルイン
ジケーター
・ スピードメーター
・  ドライブアシスタンスシステム表示

ディスプレイ
A B AC

E DF

A

名称
A 高電圧バッテリーの充電状態表示お
よび走行可能距離

B 作動しているドライビングアシスタ
ンスシステム表示

C 交通標識および速度制限表示
D オドメーター/表示灯（黄色）
E コンパス
F 外気温度表示/警告灯（赤色）

警告灯/ 表示灯および警告
メッセージ

-警告 -

警告灯は、メーターパネルで作動す
るときに、関連するメッセージおよ
び警告音とともに点灯することがあ
ります。これらの警告は、単に不具
合などの発生を示し、防ぐためのも
のであり、警告灯のみですべてを判
断することはできず、取扱説明書に
記載されている情報に代わるもので
はありません。そのため、必ず取扱
説明書を注意深くお読みください。不
具合の発生が示されたときは常に、本
項目に記載されている情報に注意し
てください。

- 警告 -

点灯の原因と対処法については、取
扱説明書本編で詳しく説明していま
す。このクイックガイドでは、以降
で簡単な対処法を説明しています。
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表内の注記について
（*） フィアット正規ディーラーに連絡して

ください。

赤色の警告灯

警告灯 内容

フロントシートベルトが着
用されていない（シートベル
トリマインダー）

エアバッグに不具合がある
（*）

エレクトリックパーキング
ブレーキに不具合がある（*）
/ブレーキフルードの量が不
足している/エレクトリック
パーキングブレーキが作動
している

電動パワーステアリングに
不具合がある（*）

黄色の警告灯

警告灯 原因

ESCが作動している/ESC
システムに不具合がある（*）
/HHS（ヒルホールドシステ
ム）に不具合がある（*）

アクティブセーフティシス
テムの一部または全部が解
除されている

リアフォグランプが点灯し
ている

ABSに不具合がある（*）

タイヤ空気圧が低下してい
る/タイヤプレッシャーモ
ニタリングシステムに不具
合がある（*）/タイヤプレッ
シャーモニタリングシステ
ムが一時的に作動しない状
態になっている（*）

緑色の警告灯

警告灯 原因

車幅灯およびロービーム
ヘッドライトが点灯してい
る/フォローミーホーム機
能（ヘッドライト遅延消灯機
能）が作動している

左側方向指示灯が点灯して
いる

右側方向指示灯が点灯して
いる

オートハイビームが作動し
ている

青色の警告灯

警告灯 原因

ハイビームが点灯している
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赤色のシンボル

シンボル 原因

ドア/ボンネット/テール
ゲートが開いている

ドアに不具合がある（*）

エアバッグに不具合があ
る（*）

車両の充電作動に不具合
がある（*）

高電圧バッテリーに不具
合がある（*）

高電圧バッテリーの充電
状態が低い（*）

シンボル 原因

12Vバッテリーに不具合
がある（*）/DC-DCコ ン
バーターに不具合がある
（*）/ロジスティックモー
ドが作動している/電力供
給モードになっている

電子システムに不具合が
ある（*）

性能が制限されている

DAA（ドライバーアテン
ションアラート）が作動し
ている

EU eCallシステムに不具
合がある＜装備車＞

EU eCallシ ス テ ム の
バッテリーに不具合があ
る＜装備車＞

トランスミッションに不
具合がある（*）

黄色のシンボル

シンボル 内容

車外ライトに不具合がある

ブレーキに不具合がある
（*）

エレクトリックパーキン
グブレーキに不具合があ
る（*）

パーキングセンサーに不
具合がある＜装備車＞

レインセンサーに不具合
がある

オートハイビームに不具
合がある（*）

トラフィックサインレコ
グニション（TSR）に不具
合がある＜装備車＞（*）

前面衝突警報が解除され
ている
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シンボル 内容

ブラインドスポットモニ
ターに不具合がある（*）

レーンキーピングアシス
ト（LKA）に不具合がある
（*）

路面が凍結している可能
性がある

イモビライザーに不具合
がある（*）/車内に侵入し
ようとした形跡がある

点検整備時期（定期点検）
の期限が過ぎている

DAA（ドライバーアテン
ションアラート）に不具合
がある（*）

オーディオシステムに不
具合がある

インテリジェントスピー
ドコントロール（ISC）/ス
ピードリミッターに不具
合がある（*）

シンボル 内容

アダプティブクルーズコ
ントロール（ACC）に不具
合がある＜装備車＞（*）

前面衝突警報に不具合が
ある（*）

キーレス Enter'N Goに不
具合がある

高電圧バッテリーの接続
が外された（*）

照度センサーに不具合があ
る（*）

ブレーキペダルを踏む必
要がある

車両接近通報システムに
不具合がある（*）

フ ロ ン ト ウ イ ン ド ー
ウォッシャー液レベルが
低下している

緑色のシンボル

シンボル 内容

システムの準備が整ってい
る（発進できる状態）

充電ケーブルが接続され
ている

"HOLD 'N' GO"機能が作
動している

スピードリミッターが作
動している

インテリジェントスピー
ドアシストコントロール
（ISC）が作動している

クルーズコントロールが
作動している

アダプティブクルーズコ
ントロール（ACC）が作動
している

インテリジェントアダプ
ティブクルーズコント
ロールが作動している

9



青色のシンボル

シンボル 内容

走行モード

制限速度を超えている

白色のシンボル

シンボル 内容

ヘッドライト光軸角度

クルーズコントロールが
待機状態である

アダプティブクルーズコ
ントロール（ACC）が待機
状態である

インテリジェントアダプ
ティブクルーズコント
ロールが待機状態である

スピードリミッターが待
機状態である

シンボル 内容

インテリジェントスピー
ドアシストコントロール
（ISC）が待機状態である

制限速度を超えている

灰色のシンボル

シンボル 内容

クルーズコントロールを
ONにした

アダプティブクルーズコ
ントロール（ACC）をON
にした

インテリジェントアダプ
ティブクルーズコント
ロールをONにした

スピードリミッターをON
にした

インテリジェントスピー
ドアシストコントロール
（ISC）をONにした

ディスプレイの故障
メーターパネルが故障したときは、すべ
ての警告灯が点滅します。

コントロールシステム警告灯の故障
コントロールシステムの警告灯が故障し
たときは、メーターパネルにメッセージ
が表示されます。
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キー

-警告 -

キーには小型の電池が収納されてい
ます。電池を飲み込まないでくださ
い。化学物質による火傷の危険があ
ります。わずか2時間で重度の内部
火傷を起こして死に至る可能性があ
ります。新しい電池や使用済みの電
池は子供の手の届かないところに保
管してください。
電池収納部を確実に閉じることがで
きないときは、使用を中止し、子供
の手の届かないところに保管してく
ださい。
飲み込んでしまったときは、ただち
に医師の診断を受けてください。
また、意図せず電池が取り出される
のを防ぐため、エマージェンシーキー
を使用したあとはすぐにキーへ収納
してください。

- 注意 -

ワイヤレスチャージングパッドモ
ジュールの充電部に車両のキーを置か
ないでください。誤作動により、誤っ
て車両へアクセスできたり、システム
を始動できるおそれがあります。

ドア
パッシブエントリー

-注意 -

パッシブエントリーのキー検知シス
テムの作動は、外部機器（携帯電話な
ど）からの電磁波の干渉や、キーの電
池の状態、キーや車両の近くにある
金属物の存在など、さまざまな要因
に左右されます。パッシブエントリー
が作動しない場合は、リモコンキー
の スイッチを押すか、エマージェ
ンシーキーを使用して解錠できます。
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パッシブエントリーは、ドアやテールゲー
トの近くにキーがあるかどうかを検知し
ます。
パッシブエントリーにより、左右いずれか
のドアハンドルAを引くと、リモコンキー
のスイッチを押すことなく、ドアおよび
テールゲートを施錠/解錠できます。

車内からドアを施錠/解錠する

車内から施錠 /解錠する
センターコンソールにあるスイッチAで
ドア（およびテールゲート）を施錠/解除
できます。
スイッチAの表示灯が点灯しているとき
は施錠されていることを示しています。
ドアが施錠されているときにスイッチA
を再度押すと解錠され、スイッチAの表
示灯は消灯します。

ドアを解錠して開く

ドアにあるスイッチBを押すことで、ド
アを解錠し、開くことができます。
仕様により、ドアのスイッチを押すこと
でそのドアが開き、同時に他のドアとテー
ルゲートが解錠します。
走行速度が5km/h以上のとき、2秒の間
にスイッチBを3回押すとドアが開きま
す（走行中に不意にドアが開くことを防ぐ
ため）。走行速度が5km/h未満のときは、
スイッチを1回押すとドアは開きます。
ドアが施錠されているときはスイッチ周
囲の表示灯が赤色に点灯し、ドアが解錠
されているときは表示灯は消灯します。

12



車外からドアを施錠/解錠する
車外から施錠する
ドアが閉じているときに、リモコンキー
の スイッチを押します。
いずれかのドアまたはテールゲートが開
いているときにキーの スイッチを押す
と、開いているドアやテールゲートを含
め、すべてが施錠されます。
開いているドアやテールゲートを閉じる
と、それらは施錠されます。

- 注意 -

車両を施錠するときは、車内にキー
を置き忘れることを防ぐために、キー
を携帯していることを確認してくだ
さい。キーを閉じ込めてしまったと
きは、他のキーでのみ解錠できます。

車外からドアを解錠する

キーの スイッチを押します。

緊急時に車内からドアを開く

リモコンキーやウェアラブルキー＜装備
車＞または車両の12Vバッテリーの電圧
が低下したときなど、リモコンキーやウェ
アラブルキーが作動しないときは、フロ
ントドアにある緊急レバーDを引くこと
で車内からドアを開くことができます。

車両の始動
車両の始動操作

-警告 -

イグニッション位置をRUNにするま
では、電子油圧式ブレーキシステム
は作動しません。そのため、ブレー
キペダルの踏み込み量が通常よりも
大きくなることがありますが、異常
ではありません。

1.  エレクトリックパーキングブレーキが
作動していることを確認します。
2.  シフトポジションがPまたはNになっ
ていることを確認します。
3.  アクセルペダルを踏むことなく、ブレー
キペダルを踏みます。
4.  イグニッションスイッチを約2秒間押し
て保持してから、放します。

13



75

216
km

km/h

RANGE

%

P

POWER

CHARGE

0

READY

23° c NW km123456

始動操作が完了すると、確認音が鳴り、メー
ターパネルにREADY表示灯が表示され
て、車両の電気駆動システムが始動したこ
とを示します。READY表示灯が表示され
ると、車両は発進する準備ができています。

- 警告 -

正しい始動操作を行なっても、メー
ターパネルにREADY表示灯が表示
されないときは、フィアット正規
ディーラーに連絡してください。

- 注意 -

ブレーキペダルを踏まずに車両を始
動しようとすると、ディスプレイに
関連するメッセージが表示されます
（取扱説明書本編「メーターパネルと
表示灯、警告灯」章の「警告灯とメッ
セージ」の項目をご覧ください）。この
場合は、ブレーキペダルを踏んで、車
両の始動操作を繰り返してください。

- 注意 -

車両の始動操作を行なっても、トラ
ンスミッションに不具合がある場合
は、「Delayed start-up」操作を行
なってください（取扱説明書本編
「メーターパネルと表示灯、警告灯」
章の「警告灯とメッセージ」の項目を
ご覧ください）。
ブレーキペダルを踏みながら約7秒
間イグニッション位置をRUNにし
て、モーターを起動します。システ
ムは「リカバリー」状態のままになり
ます。モーターが起動しない場合は、
フィアット正規ディーラーに連絡し
てください。

走行モード

-警告 -

どのような状況でも、モーターによ
るブレーキは、ブレーキペダルを踏
むことの代わりにはなりません。

- 警告 -

悪天候および道路の冠水により水面
がホイールリムの下部を超える場合
は、冠水している道路を走行しない
でください。

- 警告 -

車両から離れる前に必ずシフトポジ
ションをPにしてエレクトリック
パーキングブレーキを効かせ、イグ
ニッション位置をOFFにしてくださ
い。危険をもたらす、または重大な
傷害のおそれがあります。
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走行モードセレクターAを操作すること
により、以下の3つの走行モードを設定
できます。
・ NORMAL（ノーマル）
・ RANGE（レンジ）
・ SHERPA（シェルパ）
このセレクターにより、電子装備経由で
走行制御システム（モーターやESCシス
テム）が制御されます。
セレクターは「保持して操作する」タイプ
で、指をはなすと中立の位置に戻ります。
走行モードを変更すると、変更された走
行モードがメーターパネルに数秒間表示
されます。

「NORMAL」モード
「NORMAL」モードでは、性能の制限は
なく、駆動システムのすべての出力とト
ルクを使用して、速い速度で走行できま
す。このモードでは、車両のエネルギー
消費は運転スタイルによって左右されま
す。「NORMAL」モードでは、アクセルペ
ダルを放すと、従来の車両と同じように
モーターブレーキ効果を効かせながら減
速します。この状況では、高電圧バッテ
リーは部分的に再充電されます（回生）。
「NORMAL」モードでは、シフトポジショ
ンがDに入っているときに車両の停止状
態を維持するためには、ブレーキペダル
を踏みます（「ワンペダル走行」は作動し
ません）。
また、クリープ機能を使用することもで
きます。ブレーキペダルを放したときは、
アクセルペダルを踏まなくても、車両は
前方（シフトポジションがDのとき）また
は後方（シフトポジションがRのとき）に
発進します。

「RANGE」モード
「RANGE」モードでは、「NORMAL」モー
ドと同様に走行速度の制限はありません
が、アクセルペダルの踏み具合に対する
よりスムーズな反応により、快適な走行
が可能になります。このモードは、走行
可能距離を長くすることに目的を置いた
ドライビングスタイルを行なう支援を行
ないます。

- 注意 -

「RANGE」モードでは、アクセルペ
ダルのみによるワンペダル走行が可
能になります。この場合、アクセル
ペダルを操作するだけで車両は加速
および減速し、そして停車します。取
扱説明書本編「始動と走行」章の「ワ
ンペダル走行」の項目をご覧ください。

- 注意 -

「RANGE」モードでは、クリープ機
能は作動しません。
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「SHERPA」モード
「SHERPA」モードでは、車両の加速には
制限はありませんが最高速度が電子的に
80km/hに制限されます。「SHERPA」モー
ドは、最大の効率および最大の走行可能
距離に目的を置いたドライビングスタイ
ルの支援を行ないます。
エアコンおよびシートヒーターは自動的
に停止しますが、必要な場合は手動で再
作動できます。

- 注意 -

「SHERPA」モードでは、クリープ機
能は作動しません。

- 注意 -

シフトポジションがDに入っていて
車両が停車している状態のワンペダ
ル走行では、停車状態を保持するた
めにブレーキペダルを踏む必要はあ
りません。

「TURTLE」モード（性能制
限モード）
残りの走行可能距離が24km以下になる
と、自動的に「TURTLE（タートル）」モー
ドが作動しますが、「TURTLE」モードは、
アクセルペダルを素早くいっぱいまで踏
む（キックダウン機能）ことにより、緊急
的な状況（交差点を通過するときなど）で
は、速度制限が一時的に解除されます。

走行可能距離が24～16km
・  メーターパネルの黄色の高電圧バッテ
リー充電状態表示灯  が赤色で点滅
します。

・  選択されているモード（NORMAL、
RANGE、SHERPA）に応じた速度制
御になります。

・  リアデフロスター、ワイパー、ヒーテッ
ド電動ドアミラー、電動シートは自動
的に停止します（ただし、必要な場合
は手動で再作動できます）。

走行可能距離が16～8km
・  メーターパネルの赤色の高電圧バッテ
リー充電状態表示灯  が点灯したま
まになります。

・  選択されているモード（NORMAL、
RANGE、SHERPA）に応じた速度制
御になります。

・  リアデフロスター、ワイパー、ヒーテッ
ド電動ドアミラー、電動シートは自動
的に停止します（ただし、必要な場合
は手動で再作動できます）。

走行可能距離が8～0km
・  メーターパネルの赤色の高電圧バッテ
リー充電状態表示灯  が点灯したま
まになります。

・  最高速度が70km/hになります。
・  エアコンは停止しますが、送風ファン
やデフォッガーは作動します。リアデ
フロスター、ワイパー、ヒーテッド電
動ドアミラー、電動シートは自動的に
停止します（ただし、必要な場合は手
動で再作動できます）。
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走行可能距離がほぼ0km（緊急の状況）
・  メーターパネルの赤色の高電圧バッテ
リー充電状態表示灯  が点灯したま
まになり、走行可能距離の位置に  
アイコンが表示されます。

・  最高速度が70km/hになります。
・  エアコンは停止しますが、送風ファン
やデフォッガーは作動します。リアデ
フロスター、ワイパー、ヒーテッド電
動ドアミラー、電動シートは自動的に
停止します（ただし、必要な場合は手
動で再作動できます）。

- 注意 -

スピードリミッターまたはクルーズ
コントロールが作動しているときは、
「TURTLE」モードの速度制限は作動
しません。

- 注意 -

「TURTLE」モードでは、エアコンシ
ステムの一部の機能が使用できない
場合があります。このときは、エア
コンシステムのLEDが点滅します。

ワンペダルドライブ
「RANGE」モードおよび「SHERPA」モー
ドでのワンペダルドライブにより、アク
セルペダルを操作することで車両の減速
を制御し、完全に停車させることもでき
ます。
アクセルペダルを急に放すと、急激に減速
します。アクセルペダルをゆっくり放すと、
車両の減速を調整できます。

- 警告 -

ワンペダルドライブが作動している
ときに運転者がシートベルトを外し
た状態で運転席ドアを開くと、自動
的にシフトポジションがPになり、
エレクトリックパーキングブレーキ
が作動します。

希望の速度になるまで、アクセルペダルを
踏みます。ワンペダルドライブによる減速
により、最大限に回生可能なブレーキ効果
が得られ、車両の効率を高める支援になり
ます。

ワンペダルドライブが作動しているとき、
以下の状態になるとエレクトリックパーキ
ングブレーキが自動的に作動する場合があ
ります。

・  傾斜路に停車したとき

・  運転席ドアを開いたとき
・  約5分以上停車しているとき
・  駆動システムに不具合が発生したとき
走行を再開するためには、アクセルペダ
ルを踏むと、エレクトリックパーキング
ブレーキが自動的に解除されます。
停車後に車両が押されたときや電気モー
ターに不具合が発生したときは、ワンペ
ダルドライブによりシフトポジションが
Pになる場合があります。
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トランスミッション
この車両は、トランスミッションを使用
して、電気モーターが発生させた駆動力
を伝達します。トランスミッションは、
従来のシフトレバーではなく、スイッチ
を押すことで操作を行ないます。

A

シフトスイッチAは、ダッシュボード下
部にあります。

- 警告 -

ブレーキペダルをいっぱいまで踏ん
でいるときにのみ、シフトポジショ
ンを変更してください。

- 警告 -

車両が意図せず発進すると、乗員や
車両の周囲にいる人がけがをするお
それがあります。メーターパネルに
READY表示灯が表示されているとき
は、車両から降りないでください。車
両から離れる前に、エレクトリック
パーキングブレーキを作動させ、シ
フトポジションをP（パーキング）に
して、イグニッション位置をOFFに
してください。これにより、車両が
意図せず発進するおそれがなくなり
ます。

- 警告 -

車両から離れるときは、必ずイグニッ
ション位置をOFFにして、すべての
ドアとテールゲートを施錠してくだ
さい。

- 警告 -

付き添いのない状態で子供を車内に
残さないでください。また、ドアを
解錠したまま、子供が乗り込みやす
い場所に車両を置いたままにしない
でください。子供が致命的なけがを
するおそれがあります。また、子供
が意図せずエレクトリックパーキン
グブレーキやブレーキペダル、シフ
トスイッチを操作しないように注意
してください。

- 警告 -

キーを車内や車両の近く（または子供
の手の届くところ）に放置しないでく
ださい。子供がパワーウインドーや他
のスイッチを操作したり、車両を発進
させるおそれがあります。
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- 注意 -

以下の注意に従わないと、トランス
ミッションに重大な損傷を及ぼすお
それがあります。車両が完全に停車
しているときにのみ、シフトポジショ
ンをPにしてください。また、車両
が完全に停車しているときにのみ、シ
フトポジションをRにしたり、Rから
動かしてください。シフトポジショ
ンを変更する前に、ブレーキペダル
をいっぱいまで踏んでください。

- 注意 -

シフトポジションをPから動かすと
きは、ブレーキペダルをいっぱいま
で踏んでください。

- 注意 -

イグニッション位置をONまたは
RUNにしたときに、すべてのシフト
スイッチの表示灯が点灯するときは、
フィアット正規ディーラーに連絡し
てください。

運転支援システム

-警告 -

運転支援システムは運転者の支援を
行なうシステムであり、運転者は走
行中は常に周囲の状況に注意を払わ
なければなりません。運転に関して
の責任は常に運転者にあり、安全に
走行するために周囲の交通状況を考
慮しなければなりません。運転者は
常に、先行車両との安全な距離を確
保しなければなりません。

車外ライト
ライトスイッチ

左側レバーで車外ライトの多くの機能を
操作できます。
車外ライトは、イグニッション位置がON
またはRUNのときに点灯できます。
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デイタイムランニングライト

-警告 -

デイタイムランニングライトは、夜
間走行およびトンネル内の走行で
ロービームヘッドライトの代わりに
なるものではありません。

デイタイムランニングライトは以下のと
きに点灯します。
・  車両の周囲が明るいとき
・ ライトスイッチがAUTOのとき
・  イグニッション位置をRUNにした
・  エレクトリックパーキングブレーキを
解除した

・  シフトポジションをDまたはRにした
イグニッション位置をOFFにするまで
は、デイタイムランニングライトは点灯
したままになります。

AUTOモード -照度センサー
AUTOモードでは、フロントウインドー
上部にあるレインセンサーと共用の赤
外線LED照度センサーを使用します。
Uconnectで設定されているライト感度
に基づいて、車外の明るさを検知します。
（別冊「Uconnect」取扱説明書の「車両
モード」にある「設定」をご覧ください）。
感度が高くなるほど、ライトを点灯させ
るために必要な光量は少なくなります。

AUTOモードを作動させる
イグニッション位置がRUNのときにラ
イトスイッチBをAUTOの位置にまわ
します。
これにより、周囲の明るさが暗いときは、
車幅灯とロービームが自動的に点灯し、
周囲が明るいときはデイタイムランニン
グライトが点灯します。ライトスイッチ
Bを  の位置にまわすと、手動でロー
ビームヘッドライトを点灯できます。
センサーが故障した場合は、車幅灯、ロー
ビームヘッドライトおよびナンバープ
レートランプが自動的に点灯します。

ロービームヘッドライト
イグニッション位置がRUNのときに、ラ
イトスイッチBを  の位置にします。
ロービームヘッドライトが点灯すると、
メーターパネルの  表示灯が点灯し
ます。
ロービームヘッドライトが点灯していると
きは、デイタイムランニングライトは減
光し、車幅灯として点灯します。

パーキングランプ
イグニッション位置がOFFのときに、ラ
ンプスイッチBをAUTOの位置から  
の位置にすると、車幅灯とナンバープレー
トランプが点灯します。このときは、メー
ターパネルの  表示灯が点灯します。

車幅灯が点灯したまま運転席ドアを開い
た場合は、警告音が鳴り、車両のライト
が点灯したままであることを示す警告
メッセージがディスプレイに表示されま
す。運転席ドアを閉じると、警告音は
停止し、メッセージも表示されなくな
ります。
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オートハイビーム＜装備車＞
反対方向に対向してくる車両があるとき、
または同じ方向で他の車両に追走してい
るときに、他の道路使用者を眩惑させな
いためにハイビームが自動的に解除され
ます。
この機能はUconnectで作動させるこ
とができます（別冊「Uconnect」取扱説
明書の「車両モード」にある「設定」をご
覧ください）。

オートハイビームを作動させる
ライトスイッチBをAUTOの位置にし
て、左側レバーをダッシュボードの方
向に押します。オートハイビームが作
動すると、メーターパネルの  表示灯
が点灯します。

実際にハイビームヘッドライトが点灯する
と、メーターパネルに  表示灯も点灯し
ます。

走行速度が約40km/h以上でオートハイ
ビーム機能が作動しているときに、左側
のレバーを元の位置に戻すとハイビーム
は消灯します。
オートハイビームが作動しているときに
走行速度が約15km/h以下になると、ハ
イビームが消灯します。

方向指示灯
左側のレバーを以下のように動かします。
上方に動かす： 右側の方向指示灯が点滅

します。
下方に動かす： 左側の方向指示灯が点滅

します。
メーターパネルの  または  表示灯が
点滅します。
車両が直進状態に戻る（か、左側レバーを
最初の手ごたえがあるところ（約半分）ま
で戻す）と、方向指示灯は消灯します。

レーンチェンジ機能
レーンチェンジを行なうときに方向指示
灯を点滅させたいときは、レバーを最初
の手ごたえがあるところ（約半分）まで動
かします。
選択した側の方向指示灯が5回点滅し、
その後に自動的に消灯します。

ヘッドライト照射角度の調整

ダッシュボード右側（右ハンドル車）のコ
ントロールスイッチにあるスイッチAま
たはスイッチBを押します。
照射角度はメーターパネルに表示され
ます。
以下の表を参考に調整してください。

位置 乗車状態
0 フロントシートに1人または2

人の乗員が乗車しているとき
1 4人の乗員が乗車しているとき

2 4人の乗員が乗車していて、
トランクルームに荷物を積載
しているとき

3  運転者のみが乗車していて、
最大限の荷物をトランクルー
ムのみに積載しているとき
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チャイルドシート

-警告 -

チャイルドシートは、正しく固定さ
れていないと十分に保護効果を発揮
しません。事故のときチャイルドシー
トの固定が緩んで、子供が致命的な
けがをするおそれがあります。チャ
イルドシートは、必ず付属している
取扱説明書に従って取り付けてくだ
さい。

- 警告 -

チャイルドシートに子供を乗せてい
ないときは、チャイルドシートをシー
トベルトやISOFIXアンカーで確実に
取り付けるか、車外に降ろしてくだ
さい。固定せずに車内に乗せておく
と、急ブレーキや事故のときにチャイ
ルドシートが投げ出され、乗員がけが
をするおそれがあります。

- 警告 -

チャイルドシートを取り付けた状態
でシートを調整しないでください。
シートを調整するときは、必ずチャ
イルドシートを取り外してから行
なってください。

- 警告 -

 ISOFIXチャイルドシートが3点のア
ンカーに確実に取り付けられていな
い場合は、事故のとき子供を保護す
ることができず、致命的なけがをす
るおそれがあります。

- 警告 -

チャイルドシートは、車両が停車し
ているときに取り付けてください。正
しく取り付けられると、「カチッ」とい
う音がします。チャイルドシートの
取り付け/取り外しおよび取り付け位
置は、必ず製品に付属している取扱
説明書に従ってください。

- 警告 -

シートベルトの胸部を通る部分を、子
供の腕の下や背中の後ろに通さない
よう注意してください。事故のとき、
シートベルトが正しく子供を保護で
きず、致命的なけがをするおそれが
あります。シートベルトは常に正し
く着用してください。

- 警告 -

同じ下部アンカーを使用して複数の
チャイルドシートを取り付けないで
ください。

- 警告 -

チャイルドシートを取り付けるとき
は、チャイルドシートに付属してい
る取扱説明書に従って正しく取り付
けてください。

衝突時に最適な保護性能を得るためには、
新生児や子供も含め、すべての乗員が着
席し、適切な保護システムを着用する必
要があります。
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- 警告 -

 助手席に後ろ向きに取り付けるタイ
プのチャイルドシートを取り付けな
いでください。衝突の強さに関わら
ず、事故のとき、エアバッグの作動
により子供が致命的なけがをするお
それがあります。子供を乗せるとき
は、チャイルドシートを使用して、
事故のときの安全性が最も高い後席
に乗せてください。

- 警告 -

後ろ向きに取り付けるタイプのチャ
イルドシートを助手席に取り付ける
ことを禁止する内容のラベルが助手
席側サンバイザーに貼付されていま
す。ラベルの指示に必ず従ってくだ
さい。詳しくは、取扱説明書本編の
エアバッグの項目をご覧ください。

- 警告 -

チャイルドシートに子供を乗せてい
るときに、チャイルドシートを取り
付けたフロントシートを動かさない
でください。

フロントエアバッグと
チャイルドシート
後ろ向きに取り付けるタイプのチャイル
ドシートは、絶対に助手席に取り付けな
いでください。事故のとき、エアバッグ
の作動により、子供が致命的なけがを
するおそれがあります。

常に、助手席側サンバイザーに貼付され
ているラベルに記載された注意に従って
ください。

TPMS（タイヤ空気圧モニ
タリングシステム）

-警告 -

 TPMS（タイヤ空気圧モニタリングシ
ステム）がタイヤ空気圧の低下を示し
たときは、4輪すべてのタイヤの空気
圧を点検することをお勧めします。

- 警告 -

TPMS（タイヤ空気圧モニタリングシ
ステム）は、タイヤの定期的な空気圧の
点検を不要とするものではありませ
ん。また、メンテナンスや安全システム
の代わりになるものでもありません。

- 警告 -

タイヤ空気圧は、タイヤが冷えてい
るときに点検してください。タイヤ
が温まっているときにタイヤ空気圧
を点検しなければならないときは、指
定空気圧よりも高いときでも、タイ
ヤ空気圧を下げないでください。タ
イヤが冷えているときに、再度点検
してください。
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- 警告 -

TPMS（タイヤ空気圧モニターリング
システム）は、タイヤ空気圧の突然の
低下（バーストなど）を検知すること
はできません。この場合は、注意し
てブレーキ操作を行ない、急ハンド
ルを避けて、停車してください。

- 警告 -

TPMS（タイヤ空気圧モニターリング
システム）はタイヤ空気圧が低下した
ときにのみ、警告を行ないます。タ
イヤに空気を充填することはできま
せん。

- 警告 -

タイヤ空気圧が低下していると、消
費電力量が増加し、タイヤの寿命を
短くし、走行安全性に影響を与える
おそれがあります。

車輪に装着されている速度センサーを利
用してタイヤ空気圧の状態をモニターす
る、TPMS（タイヤ空気圧モニターリン
グシステム）が装備されています。

タイヤ空気圧が適正なとき
タイヤ空気圧の低下が検知されていない
ときは、関連するディスプレイ画面に車
両のボディのみが表示されます。

タイヤ空気圧が低下したとき
1個または複数のタイヤの空気圧が低下
した場合は、メーターパネルの  警告
灯、マルチファンクションディスプレイ
の関連する警告メッセージ、および警告
音により、運転者に警告を行ないます。
モーターを停止したときも警告は表示さ
れ、リセット作業が実行されるまで、表
示されたままになります。

充電

-警告 -

感電や機器の損傷の危険性を下げる
ため、車両の清掃を行なうときには、
特別な注意が必要です。充電設備側
の電源供給ソケット、および車両側
の充電ポートから必ず充電機器を抜
いてください。

- 注意 -

外気温が－30℃以下の場合は充電し
ないでください。充電時間が長くなっ
たり、充電機器が損傷するおそれが
あります。

- 注意 -

外気温が－40℃以下になる場所に、
車両や充電ケーブルを放置しないで
ください。車両や充電ケーブルが損
傷するおそれがあります。
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- 注意 -

外気温が低いときは、充電ケーブル
が硬くなります。そのため充電ケー
ブルに大きな力を加えないよう注意
してください。充電ケーブルを損傷
するおそれがあります。

- 注意 -

高電圧バッテリーを充電するために、
汎用の発電機を使用しないでくださ
い。充電状況が変動する原因になる
おそれがあるとともに、電圧が不十
分なおそれがあり、車両のシステム
の損傷につながります。

- 注意 -

不適切な、または損傷したソケット
や充電ケーブルを使用して高電圧
バッテリーを充電したり、以降に記
載されている充電手順に従わないと、
回路のショートや火災の原因になっ
たり、車両の電気システムが損傷す
る危険性があります。

- 注意 -

充電インジケーターがゼロ、または
ゼロに近い状態で、高電圧バッテリー
を数日間にわたって放置しないでく
ださい。高電圧バッテリーが損傷す
るおそれがあります。

- 注意 -

高電圧バッテリーの充電レベルが低
下するまで、再充電を待つ必要はあ
りません。高電圧バッテリーの性能
は、定期的に充電することで最適化
されます。

- 注意 -

高電圧バッテリーの温度が高いときや
低いときは、高電圧バッテリーの充電
時間が長くなることがあります。

- 注意 -

充電中、特に急速充電の間は、高電
圧バッテリーの冷却機器が作動しま
す。この作動の間に音が発生するの
は正常なことです。

車両の充電ポート

充電ポートのフラップを開くと充電ポー
トがあります。上図の矢印部分を押すと、
充電ポートのフラップが開きます。

充電ポートの LED

充電ポートの横には複数のLEDAがあり
ます。LEDは、3種の色およびそれぞれの
点滅内容で、以下のように充電状態を示
します。
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色 充電状態

青色 スケジュール充電を待機
していることを示してい
ます。

緑色で点滅 充電が行なわれています。

緑色で点灯 充電が完了したことを示
しています。

赤色で点滅 充電システムに不具合が
ある、または充電作動に
不具合がある（例えば、充
電ケーブルは車両の充電
ポートに接続されている
が、まだ電源コンセント
に充電ケーブルが接続さ
れていない）ことを示して
います。

- 警告 -

車両の充電ポートに充電ケーブルを
接続した後にすべてのLEDが消灯す
る場合は、作動中に不具合が発生し
ている可能性があります。この場合
は、スイッチBを押し、充電ケーブ
ルを外した後に再接続してください。

- 警告 -

C

D
車両に付属している充電ケーブルの
みを使用してください。充電コント
ロールユニットにある「国グループ」
Dを示しているラベル、および電流
値（Ampere：アンペア）Cと「使用
できる電源」項目に記載されている
「Mode2」ケーブルの種類を参照して
ください。

充電ケーブルの種類
充電には、以下のような種類のケーブル
を使用できます。

モード２ケーブル（標準装備）

A

アースされた家庭用電源コンセントか
ら充電できます。この種類のコンセン
トは、交流電流で充電する際に使用し
ます。「モード2」充電ケーブルは、「IEC 
61851、IEC 62752」お よ び「SAE 
J1772」規格に準拠しています。
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モード3ケーブル

B

公共充電ステーションおよび家庭用交流
電源充電ステーション（ウォールボック
ス充電ステーション）から充電できます。
家庭用電源コンセントよりも充電速度が
早くなります。
モード３ケーブルを使用した充電方法に
ついては、取扱説明書本編「家庭用充電
ステーション（ウォールボックス）からの
充電」を参照してください。

モード4ケーブル（急速充電）

C

DC（直流）と表示のある公共充電ステー
ションから充電できます。

家庭での交流電源での充電

-警告 -

充電電流強度の不適切な設定は、家
庭用電源コンセントの主電源が過負
荷になる、または過熱する可能性が
あり、火災の危険があります。他の
家庭用コンセントから充電する前に、
主電源への充電電流の強度を調整し
てください。主電源の強度がわから
ない場合は、最低レベルに設定して
ください。絶対に延長コードを使用
して充電しないでください。

- 警告 -

充電電流レベル（「レベル1」/「レベル2」
/「レベル3」など）は、Uconnectを
使用してのみ変更できます（別冊
「Uconnect」取扱説明書の「車両モー
ド」にある「設定」の項目をご覧くだ
さい）。デフォルトの充電レベルは「レ
ベル3」です。国固有のケーブルの種
類のリストについては、「「モード2」
ケーブルの仕様」表の記載を参照して
ください。
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- 警告 -

設定されたレベルは、交流の家庭用
充電（モード2）および交流の公共充
電ステーションからの充電（モード3）
両方に適用されます。そのため、実
際の充電種類に応じて、希望通りの
レベルに設定されていることを常に
確認してください。

- 警告 -

充電ケーブルと充電ポート間の不適
切な接続は、火災につながるおそれ
があります。

- 警告 -

正常な作動中は、家庭用電源コンセ
ントが過熱する可能性があります。 
極端に過熱した場合は、充電が中断
され、充電ケーブルの充電コントロー
ルユニット上面にある警告LEDが点
灯します。取扱説明書本編「使用でき
る電源」の「充電システムの不具合」
の項目の表を参照してください。

- 警告 -

「モード2」充電ケーブルは、電気エ
ネルギーを消費する他の機器と共用
することのない専用回路に接続して
ください。

- 警告 -

充電コネクターに指や異物を差し込
まないでください。

- 警告 -

充電ポートを使用しないときは、充
電ポートのフラップを閉じたままに
してください。

- 警告 -

高電圧バッテリーは、認証されてい
るアースされた家庭用コンセント、ま
たは公共充電ステーションのみで充
電してください。

- 注意 -

外気温が－30℃以下の場合は充電し
ないでください。充電時間が長くなっ
たり、充電機器が損傷するおそれが
あります。

- 注意 -

外気温が－40℃以下になる場所に、
車両や充電ケーブルを放置しないで
ください。車両や充電ケーブルが損
傷するおそれがあります。

- 注意 -

外気温が低いときは、充電ケーブル
が硬くなります。そのため充電ケー
ブルに大きな力を加えないよう注意
してください。充電ケーブルを損傷
するおそれがあります。
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- 注意 -

高電圧バッテリーを充電するために、
汎用の発電機を使用しないでくださ
い。充電状況が変動する原因になる
おそれがあるとともに、電圧が不十
分なおそれがあり、車両のシステム
の損傷につながります。

- 注意 -

不適切な、または損傷したソケット
や充電ケーブルを使用して高電圧
バッテリーを充電したり、以降に記
載されている充電手順に従わないと、
回路のショートや火災の原因になっ
たり、車両の電気システムが損傷す
る危険性があります。

- 注意 -

充電インジケーターがゼロ、または
ゼロに近い状態で、高電圧バッテリー
を数日間にわたって放置しないでく
ださい。高電圧バッテリーが損傷す
るおそれがあります。

- 注意 -

高電圧バッテリーの充電レベルが低
下するまで、再充電を待つ必要はあ
りません。高電圧バッテリーの性能
は、定期的に充電することで最適化
されます。

- 注意 -

高電圧バッテリーの温度が高いときや
低いときは、高電圧バッテリーの充電
時間が長くなることがあります。

- 注意 -

充電中、特に急速充電の間は、高電
圧バッテリーの冷却機器が作動しま
す。この作動の間に音が発生するの
は正常なことです。

充電手順

-警告 -

充電ケーブルは、必ず家庭用電源の
充電コンセントに最初に接続し、そ
の後に車両の充電ポートに接続して
ください。

車載されている「モード2」充電ケーブル
を交流式充電ポートに接続して、高電圧
バッテリーを充電できます。
「モード2」 ケーブルの仕様につきまして
は、取扱説明書本編「使用できる電源」の
「モード2」充電ケーブルの項目を参照し
てください。
充電するためには、以下のように進め
ます。
1.  車両を安全に駐車します（シフトポジ
ションをPにします）。
2.  イグニッション位置をOFFにします。
3.  エレクトリックパーキングブレーキを
作動させます。
4.  ラゲッジルームから、充電ケーブルを
取り出します。
5.  充電コネクターや充電ポートに付着し
ているほこりを取り除きます。
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6.  充電ケーブルを伸ばし、交流式充電ポー
トに接続します。

- アドバイス -

家庭用電源コンセントにプラグを接続
すると、充電ケーブルの充電コント
ロールユニットにある4個のLEDが
約1秒間点灯します（充電コントロー
ルユニットの起動を示しています）。

7.  上図の矢印部分周辺を押して、充電ポー
トのフラップを開きます。
8.  充電ポートの保護カバーを取り外し
ます。

A

9.  充電コネクターAのグリップを持ち、
保護カバー＜装備車＞を取り外します。
10. クリック音が鳴ってロックされるま
で、充電コネクターを充電ポートに
差し込みます。

11. スケジュール充電が設定されていない
場合は（取扱説明書本編「充電機能」の
項目をご覧ください）、自動的に充電
が開始されます。

12. 充電ケーブルの充電コントロールユ
ニットのLEDが点灯していることを
確認し、充電システムに不具合がな
いことを確認します（詳細は、取扱説
明書本編「使用できる電源-モード2
ケーブル」にある「充電コントロール
ユニットの充電状態表示」の項目をご
覧ください）。

  不具合がない場合は、充電ポートの横
にあるすべての緑色LEDが短時間点
灯し、その後充電状態に応じて緑色に
点灯/点滅します。

  不具合がある場合は、取扱説明書本編
「使用できる電源-モード2ケーブル」
にある「充電システムの不具合」の項
目をご覧ください。

- 注意 -

ボンネットのロックを解除すると、充
電作動が中断し、メーターパネルに
関連するメッセージが表示されます。
ボンネットを確実に閉じると、充電
作動は再開します。
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- アドバイス -

高電圧バッテリーの充電に必要な時
間は、いくつかの要因により異なり
ます。詳細は、別冊「Uconnect」取
扱説明書の「電気」の項目をご覧くだ
さい。

- アドバイス -

車内のエアコン予備作動が作動して
いる場合は、バッテリーの充電時間
が延長されます。車内を暖房/冷却す
るために必要な時間は、外気温度に
より異なります。

- 注意 -

充電ポートの最大消費電力は、お客
様の契約内容や使用する充電ケーブ
ルの種類、およびUconnectのメ
ニューで設定した充電レベルにより
異なります。

- 注意 -

車載されている充電ケーブルおよび
Stellantisにより推奨されている交
換用充電ケーブルのみを使用してく
ださい。

- 注意 -

高電圧バッテリーは、地域または国が
電気自動車の充電用に推奨している最
大電流値に従って充電してください。

充電の完了

充電作動中は、バッテリーの充電レベルに
応じて、LEDAが緑色で点灯/点滅します。
充電ポートの横にあるすべてのLEDが緑
色で点灯したときは、充電が完了したこ
とを示しています。

「モード2」充電ケーブルの取り外し

- 警告 -

充電作動中は、充電ケーブルは車両
の充電ポートに自動的にロックされ
ます。

ケーブルを取り外して充電を終了するに
は、以下のように進めます。
1.  車両のドアを解錠します。
2.  充電作動が進行中のときは、充電ポー
トのスイッチBを押します。
  緑色で点滅していたLEDが消灯し、充
電ケーブルのロックが解除されます。

C
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- アドバイス -

仕様により、充電中に充電コネクター
にあるスイッチCを押して保持する
ことでも充電ケーブルのロックが解
除されますが、このときはメーター
パネルにエラーメッセージが表示さ
れることがあります。

3.  充電コネクターにあるスイッチCを押
します。
4.  ケーブルを直接引かないように注意し
ながら、充電コネクターのグリップを
持ち、車両の充電ポートから充電ケー
ブルを取り外します。

5.  充電コンセントから充電ケーブルを取
り外します。

6.  充電ポートの保護カバーを取り付け
ます。
7.  充電ポートのフラップを閉じて、確実
にロックされたことを確認します。
8.  充電ケーブルを正しく巻き取り、充電
コネクターに保護カバー＜装備車＞を
正しく取り付けます。
  充電ケーブルを巻き取るときは、ケー
ブルを損傷しないように注意してくだ
さい。
9.  ラゲッジルーム内の収納部に充電ケー
ブルを収納します。

- 注意 -

充電コネクターを取り外す前に、ド
アが解錠されていることを確認して
ください。ドアが施錠されていると、
充電コネクターのロック機構により、
充電コネクターを取り外すことがで
きません。

公共充電ステーション（直
流式）での充電手順-モー
ド4

-注意 -

「急速充電 - モード4」を使用すると、
バッテリーの劣化が早まることがあ
ります。

- 注意 -

急速充電が必要ないときは、常に通
常（交流式）の充電を行なってくださ
い。それにより、車両の最高の性能
を維持しながら、バッテリーの最大
限の寿命を得ることができます。

- 注意 -

「急速充電 - モード4」の充電時間は、
標準的な環境条件（25℃）における、
高電圧バッテリーを80%まで充電す
るときの状態を指します。
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- 注意 -

著しい高温下または低温下での充電
時間は、高電圧バッテリー制御シス
テムの作動により長くなることがあ
ります。これにより、バッテリーの
損傷を防ぐために、バッテリー温度
制御が最適化されます。

- 注意 -

高電圧バッテリーの充電状態が80%
を超えると、充電速度が低下します。

- 注意 -

著しい高温下または低温下での充電
や急速充電を多く行なっているとき、
または「急速充電 - モード4」充電を
頻繁に使用しているときやバッテリー
の劣化により、バッテリーの充電時間
が長くなることがあります。充電速度
の低下は、バッテリーを保護するため
に必要なものです。

直流式公共充電ステーションの充電ケー
ブルを接続して、高電圧バッテリーを充
電できます。直流の充電ステーションで
は、充電時間が短くなります。

この車両は、CCS1/COMBO1充電およ
びCHAdeMO充電のいずれにも対応して
います。
CHAdeMO充電を行なうためには、車載
のCHAdeMOアダプターを使用します。

CHAdeMOアダプター

CHAdeMO充電ステーションに接続する
ときは、ラゲッジルーム内のバッグ＜装
備車＞からCHAdeMOアダプターを用
意します。

- アドバイス -

CHAdeMO充電ステーションを利用
するときは、最初に充電ステーション
の充電ケーブルにCHAdeMOアダプ
ターを接続し、その後に充電ステー
ションで料金を払います。

- 注意 -

本車両に車載されているCHAdeMO 
アダプターは、本車両専用です。

CHAdeMOアダプターには、下記の警告
ラベルが貼付されています。
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充電するためには、以下のように進めます。
1.  車両を安全に駐車します（シフトポジ
ションをPにします）。
2.  エレクトリックパーキングブレーキを
作動させます。
3.  イグニッション位置をOFFにします。

A

B
A CHAdeMOポート側コネクター

B CCS1/COMBO1ポート側コネクター
4.  ラ ゲッジルーム内のバッグから
CHAdeMOアダプターを取り出します。
5.  充電コネクターや充電ポートに付着し
ているほこりを取り除きます。

6.  上図の矢印部分周辺を押して、充電ポー
トのフラップを開きます。
7.  充電ポートの保護カバーを取り外し
ます。
8.  充電ステーションの充電ケーブルに
CHAdeMOアダプターのA側コネク
ターを接続し、その後に車両の充電ポー
トにCHAdeMOアダプターのB側コ
ネクターを接続します。

9.  5個のLEDが短時間点灯し、プラグが
正しく差し込まれたことを示します。
  必要な場合は、公共充電ステーション
を作動させてください。充電ステーショ
ンを利用する場合は、メーカーの指示
や警告に従ってください。

- 注意 -

アダプターを車両の充電ポートに接
続すると、LEDが短時間緑色に点灯
したあと、2個のLEDが赤色に点滅し
ます。その後充電ステーションの作
動を検知すると、再度緑色に点灯し
ます。

- 注意 -

アダプターを車両の充電ポートに接
続してから充電ステーションの作動
を検知するまでは、約40秒かかりま
す。この間は、メーターパネルにエ
ラーメッセージが表示されることが
あります。

10.  充電が開始されると、充電ポートの
LEDが緑色で点灯し、充電ポートに
接続したB側コネクターがロックさ
れます。

11.  車両から離れる場合は、車両を施錠
します。
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充電の完了

充電作動中は、バッテリーの充電レベ
ルに応じて、LEDが緑色で点灯/点滅
します。
充電ポートの横にあるすべてのLEDが緑
色で点灯したときは、充電作動が終了し
たことを示しています。

「モード 4」ケーブルの取り
外し
充電を完了させるためには、以下のよう
に進めます。
1.  車両のドアを解錠することにより、充
電ケーブルもロック解除されます。
2.  充電作動が進行中のときは、充電ス
テーション側で充電停止の操作を行な
います。

- 注意 -

充電を中断するときは、必ず充電ス
テーション側で停止操作を行なって
からケーブルを取り外してください。

3.  車両の充電ポートと充電ステーション
の充電ケーブルからCHAdeMOアダプ
ターを取り外します。
4.  CHAdeMOアダプターのコネクターに
保護カバーを正しく取り付けます。
5.  CHAdeMOアダプターをバッグ＜装備
車＞に入れて、ラゲッジルーム内に収
納します。
  このとき、バッグの下側にCHAdeMO
ポート側コネクターを、バッグの上側
にCCS1/COMBO1ポート側コネク
ターを配置して収納します。
6.  公共充電ステーションに充電ケーブル
を戻します。
7.  車両の充電ポートに保護カバーを取り
付けます。
8.  充電ポートのフラップを閉じて、確実
にロックされたことを確認します。

タイヤリペアキット 
＜装備車＞

-警告 -

タイヤリペアキット容器のラベルに
は、タイヤリペアキットを使用する
に当たって必要とされる情報や注意
事項が記載されています。不適切な
使用を避けるため、使用する前に容
器のラベルに記載された内容を注意
してお読みください。タイヤリペア
キットは大人のみが取り扱うように
して、子供には使用させないでくだ
さい。

- 警告 -

絶対に、80km/h以上の速度で走行し
ないでください。急加速や急ブレー
キは避けてください。タイヤリペア
キットによる補修は一時的なもので
す。できるだけ早く、専門業者やフィ
アット正規ディーラーでタイヤの点
検および修理を行なってください。

35



- 警告 -

タイヤリペアキットを使用する前に、
タイヤが著しく損傷していないこと
やリムが損傷していないことを確認
してください。損傷している場合は、
タイヤリペアキットを使用せず、フィ
アット正規ディーラーに連絡してく
ださい。

- 警告 -

タイヤからパンクの原因となった異
物などを取り除かないでください。ま
た、エアポンプは、20分以上連続し
て作動させないでください。過熱の
危険があります。

- 注意 -

シーラント剤は、－40℃～50℃の温
度での使用に適しています。また、シー
ラント剤には使用期限があります。使用
期限を過ぎたシーラント剤は交換して
ください。

- 注意 -

タイヤのトレッド面での、直径が約
6mm以下の損傷について、タイヤリ
ペアキットでタイヤの補修を行なう
ことができます。

- 注意 -

タイヤリペアキットを使用したとき
は、シーラント剤容器やラベルを補
修業者に示し、タイヤリペアキット
を使用してタイヤが補修されている
ことを必ず伝えてください。

- 注意 -

車載されているタイヤリペアキットが
以下に記載するタイプと異なるとき
は、リペアキットに添付された、また
はボトルやエアポンプに貼付された
手順書および注意事項を参照して作
業を行なってください。

概要
タイヤリペアキットは、ラゲッジルーム
内の専用収納部に収納されています。

A

C

B

D

タイヤリペアキットには、以下の物が含
まれています。
・  シーラント剤を注入するためにホー
スDおよびタイヤ補修後に視界内
（ダッシュボードなど）に貼付する
「MAX.80km/h」と記載されたラベル
Cを備えた、シーラント剤ボトルA。

・  エアポンプB。
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タイヤリペアキットを使用する
前の準備
1.  道路からできるだけ離れ、安全にタイ
ヤを補修できる、通行車両からの危険
がない場所に停車してください。退避
スペースや駐車場、サービスエリアの
パーキングなどに駐車するようにして
ください。
  なるべく平坦で傾いていなく、十分な
広さがある場所に駐車することをお勧
めします。
2.  イグニッション位置をOFFにして、エ
レクトリックパーキングブレーキを作
動させてください。
3.  シフトポジションをPまたはRにし
てください。
4  車外に出る前に安全反射ジャケットを
着用します（法規で規定されている場
合）。
5  乗員が車外に出て、交通を妨げず、け
がをする危険性のない安全な場所に退
避していることを確認してください。

タイヤに空気とシーラント剤
を入れる
1.  エレクトリックパーキングブレーキを
作動させます。

2.  シーラント剤ボトルAを、エアポンプ
のホルダーに押し込みます。

MAX

3  制限速度が表示されたステッカーを取
り外し、明らかに視認できる位置に貼
付します。

4.  タイヤバルブのキャップを緩めて取り
外し、ホースDを取り出して、タイヤ
バルブのリングナットに締め付けます。
  300mlの容器が搭載されている場合
は、ホースDのハウジングには引き抜
きを容易にする、脱着式のリングが装
着されています。

E

G

L

5.  エアポンプのスイッチEがOFFの状態
（押し込まれていない状態）であること
を確認します。
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C

6.  12V電源ソケットに電源プラグCを
差し込み、イグニッションをRUNに
します。
7.   スイッチEを押し込んで、エアポンプ
を作動させます。
8.  取扱説明書本編「テクニカルデータ」章
の「ホイールおよびタイヤ」の項目に記
載されている空気圧まで、タイヤに空
気を入れます。

A

H

9.  エアポンプを作動させてから約15分
以内に、空気圧が1.8bar（26psi）以
上にならないときは、エアポンプを停
止し、タイヤバルブからホースを外し
て、電源ソケットから電源プラグを外
します。さらに、エアポンプHからシー
ラント剤ボトルAを取り外します。
10. タイヤに均一にシーラント剤が配分
されるように約10m車両を前進させ
ます。

11. 安全な状態で停車し、エレクトリック
パーキングブレーキを作動させます。

I

ON

12. 黒色のホースIをタイヤバルブに接
続し、再度エアポンプを作動させて
タイヤに空気を入れます。

13. エアポンプを作動させてから約15分
以内に空気圧が1.8bar（26psi）以
上にならないときは、走行せずにフィ
アット正規ディーラーに連絡してく
ださい。

14.  空気圧が1.8bar（26psi）以上の場
合はエアポンプなどを車両から外し
て、約8kmほど走行した後に、安全
で、作業に適した場所に停車します。
エレクトリックパーキングブレーキ
を作動させて、エアポンプの黒色ホー
スを使用して、タイヤの空気圧を再
度測定します。

    空 気圧が1.8bar（26psi）以下の
場合は、走行せずにフィアット正規
ディーラーに連絡してください。
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15.  空気圧が1.8bar（26psi）以上の場
合は、適切な空気圧に調整して、た
だちに走行を再開し、フィアット正
規ディーラーまで注意しながら走行
します。

タイヤ空気圧の点検と調整
エアポンプは、タイヤ空気圧の測定と、
必要な場合はタイヤ空気圧の調整に使用
できます。

エアポンプ底部に収納されている（黒色）
ホースを取り出し、ホース先端のコネク
ターAをタイヤのバルブに接続します。

タイヤに空気を入れる
電源プラグを電源ソケットに差し込み、
イグニッション位置をONにして、エア
ポンプのスイッチBを押します。

タイヤから空気を抜く
エアリリーススイッチCを押します。

バルブの交換

-警告 -

適切に行われていない、またはシス
テムの技術仕様を考慮に入れていな
い電気システムの改造や修理は、不
具合の原因になり、火災の危険があ
ります。

- 警告 -

ハロゲンバルブ＜装備車＞には圧力
がかかったガスが入っているため、損
傷した際は破裂し、周囲にガラスの
破片が飛び散ることがあります。

- 警告 -

バルブの交換は、モーターが停止し
ていて、周囲の交通状況を妨げない、
安全に交換作業を行なうことができ
る場所でのみ行なってください（取扱
説明書本編「始動と走行」章の「駐車
するとき」の項目をご覧ください）。
また、火傷を防ぐために、モーターが
冷めていることを確認してください。
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- 注意 -

ハロゲンバルブ＜装備車＞を取り扱
うときは、金属部分のみを持つよう
にしてください。指でバルブのガラ
ス部分に触れると、光量が減少し、バ
ルブの寿命も短くなります。誤って
触れたときは、アルコールを湿らせ
た布で汚れを拭き取り、そのまま乾
かしてください。

- 注意 -

可能な場合は、バルブの交換はフィ
アット正規ディーラーで行なうよう
にしてください。車両の安全性を確保
し、法規に適合のさせるためには、正
しく作業を行ない、正しい方向に車外
ランプを調整することが必要です。

サイド方向指示灯
サイド方向指示灯はLEDです。交換は
フィアット正規ディーラーに依頼してく
ださい。

ロービームヘッドライト / ハ
イビームヘッドライト
ロービームヘッドライト/ハイビーム
ヘッドライトにLEDが装備されている場
合は、交換はフィアット正規ディーラー
に依頼してください。
ロービームヘッドライト/ハイビーム
ヘッドライトにハロゲンバルブが装備さ
れている場合は、交換作業は以下のよう
に進めてください。

1.  モータールームから作業を行ない、保
護ラバーキャップAを取り外します。
2.  横に押し倒してから、バルブホルダー
を引き抜きます。
3.  バルブホルダーからバルブを引き抜い
て取り外し、新しいバルブを押し込ん
で、取り付けます。
4.  バルブホルダーを取り付けて、正しく
固定します。
5.  保護ラバーキャップを取り付けます。
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車幅灯 / デイタイムランニン
グライト（DRL）
車幅灯、デイタイムランニングライト
（DRL）の交換はフィアット正規ディー
ラーに依頼してください。

フロント方向指示灯
フロント方向指示灯にLEDが装備されて
いる場合は、交換はフィアット正規ディー
ラーに依頼してください。
フロント方向指示灯にハロゲンバルブが
装備されている場合は、交換作業は以下
のように進めてください。

1. ホイールアーチAのビス（6ヶ所）を
取り外します。

2.  フィンBを押して、バルブホルダーを
取り外します。
3. バルブホルダーのタブを押しながら、
バルブを引き抜きます。
4.  新しいバルブを押し込んで、取り付け
ます。
5.  バルブホルダーを取り付けて、正しく
固定します。
6.  ホイールアーチのビス（6ヶ所）を締め
付けて元に戻します。

リアライトユニット
リアライトユニットには、以下が含まれ
ています。
・  テールランプ
・  ブレーキランプ
・ リア方向指示灯
リバースランプとリアフォグランプは、
リアバンパーに装着されています。
テールランプ/ブレーキランプ、ハイマウ
ントストップランプ、リア方向指示灯は
LEDです。交換はフィアット正規ディー
ラーに依頼してください。
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リバースランプ /リアフォグ
ランプ

リバースランプ/リアフォグランプを交
換するためには、リアバンパー下部から
作業を行ないます。

1.  バルブホルダーAを反時計回りにま
わして、引き出します。

2.  リバースランプを交換するためには外
側のバルブホルダーを緩めます。

  リアフォグランプを交換するためには
中央のバルブホルダーを緩めます。
3.  バルブを取り外して、交換します。
4.  バルブホルダーAを時計回りにまわし
て、取り付けます。

ヒューズの交換

-警告 -

交換したヒューズが再度切れたとき
は、フィアット正規ディーラーに連絡
してください。

- 警告 -

ヒューズを交換するときは、より高
いアンペアのヒューズに交換しない
でください。火災の危険があります。

- 警告 -

システム全体の保護を行なっている
ヒューズ（メガヒューズ、ミディヒュー
ズ、マキシヒューズ）が切れた場合は、
フィアット正規ディーラーに連絡して
ください。

- 注意 -

ヒューズを、金属ワイヤーや類似の
ものに交換しないでください。
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- 警告 -

安全システム（エアバッグ、ブレーキ）
や駆動システム（モーター、トランス
ミッション）、またはステアリングシ
ステムのシステム全体の保護を行
なっているヒューズが切れた場合は、
フィアット正規ディーラーに連絡し
てください。

- 注意 -

記載されているヒューズ以外のヒュー
ズの交換や該当する装備については、
フィアット正規ディーラーにご連絡く
ださい。

ヒューズは電気システムの保護を行ない
ます。システムに不具合や異常な作動が
発生した場合は、ヒューズが作動（切断）
します。
システムが作動しないときは、該当する
ヒューズの状態を確認してください。フィ
ラメント部分A（心線部分）が完全でなけ
ればなりません。そうでない場合は、切
れたヒューズを、同じアンペア（同じ色）
のヒューズと交換してください。 Bが正常なヒューズで、Cがフィラメン

ト部分が損傷したヒューズです。
ヒューズの交換を行なう場合は、ダッシュ
ボード左側ヒューズボックスのカバー裏
側に装備されているヒューズリムーバー
Dを使用してください。
保護ヒューズの確認を行なうためには、
以降のページにある表を参照してくだ
さい。
ヒューズの交換については、フィアット
正規ディーラーに連絡してください。
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ダッシュボードのヒューズボ
ックス

ヒューズボックスは、グローブボックス
内部に装備されています。
タブを押し下げながら、カバーを外します。

ヒューズ アンペア 装備
F36 15 エ ア コ ン、 フ ィ ア ットLink&Drive、USBポ ー ト、

Uconnectディスプレイ、エレクトリックパーキングブ
レーキ、EOBD（故障診断）ポートへの電力供給

F38 20 テールゲートの解錠
F43 20 フロントウインドーウォッシャーポンプ
F47 20 フロントパワーウインドー（運転席側）
F48 20 フロントパワーウインドー（助手席側）
F94 15 12V電源ソケット
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モータールーム内のヒューズ
ボックス

-注意 -

モータールームを洗浄する必要があ
る場合は、高圧の水がモータールー
ム内のヒューズボックスに直接当た
らないようにしてください。

ヒューズボックスは、DC/DCコンバー
ターの裏側に装備されています。

C B A

ヒューズボックスA

ヒューズ アンペア 装備
F10 10 ホーン
F23 20 シートヒーター＜装備車＞
F30 20 フロントウインドーヒーター＜装備車＞
F84 20 12V電源ソケット（ラゲッジルーム内）
F88 7.5 ドアミラーヒーター＜装備車＞
F89 20 リアデフロスター
T17 30 電動ドアミラー /ドアミラーヒーター
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ヒューズボックスB

T02

T03

T14

T06

T90

ヒューズ アンペア 装備
T02 30 シートヒーター＜装備車＞
T03 20 ホーン
T06 30 シートヒーター＜装備車＞
T14 20 12V電源ソケット（ラゲッジルーム内）
T90 30 フロントウインドーヒーター＜装備車＞
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ヒューズボックスC

ヒューズ アンペア 装備
F02 10 ドアロック（運転席側）
F09 10 ドアロック（助手席側）
F12 15 サウンドシステムアンプ＜装備車＞
F13 20 サンルーフ＜装備車＞、ソフトトップ＜装備車＞
F19 15 サウンドシステムアンプ＜装備車＞
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油脂類の補充量
容量 指定銘柄

EDM（エレクトロニックドライブモジュール）（ℓ） 0.67 PETRONAS IONA INTEGRA PLUS FCA
冷却システム（ℓ） 6.5 PARAFLU UP

蒸留水で50%に希釈して使用（*）
油圧ブレーキ回路（kg） 0.8 TUTELA TOP EVO
ウインドーウォッシャー液（ℓ） 1.5 PETRONAS DURANCE SC 35を蒸留水で希釈して使用

（*）過酷な気候状況で車両を使用するときは、60%のPARAFLU UPと40%の蒸留水を混合したものを使用してください。
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Uconnect
ディスプレイのグラフィックボタン

A

グラフィックボタン 作動内容
 ホーム ホーム画面の表示
 メディア メディアモードの作動（利用可能なメディアソースの選択、オーディオ設定)
 ナビゲーション ナビゲーションモードの作動

 コンフォート
エアコン設定（送風設定、温度設定）およびシートヒーター設定＜装備車＞
フロントデフロスターの作動、リアデフロスターの作動

 電話
/   Android Auto/Apple CarPlay

電話モードの作動
Android Auto/Apple CarPlayの作動

 車両
電気自動車メニューの表示、コントロールメニューの表示
車両設定の表示
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ステアリング裏側のスイッチ

スイッチ 作動内容
スイッチA（ステアリング裏左側のスイッチ）

上側のスイッチ
・  より高い周波数へラジオ放送局をサー
チする
・ 次のトラックを選択する

中央のスイッチ
ラジオ、DTV＜装備車＞、使用可能なメ
ディアモード（USBデバイス、Bluetooth
デバイス）の間でソースを切り替える

下側のスイッチ

・  より低い周波数へラジオ放送局をサー
チする
・  再生中のトラックの最初に戻る/前の
トラックを選択する

スイッチ 作動内容
スイッチB（ステアリング裏右側のスイッチ）

上側のスイッチ
軽く押す：一段階音量を上げる
押して保持する：音量を上げる

中央のスイッチ
消音（ミュート/ポーズ）機能の作動/解
除（オーディオトラックの再生、ラジオ、
実行中のアプリ、着信音）

下側のスイッチ
軽く押す：一段階音量を下げる
押して保持する：音量を下げる
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電源のオン /オフ

電源をオフにする
ダイヤルAを約1秒間押してから放し
ます。

電源をオンにする
ダイヤルAを軽く押します。

音量を調整する
ダイヤルAを前方に回すと音量が上がり
ます。
ダイヤルAを後方に回すと音量が下がり
ます。

ミュート機能を作動させる
ダイヤルAを軽く押すと、ミュート機能
をオン/オフできます。

タッチスクリーン機能
Uconnectのディスプレイはタッチスク
リーン機能を備えています。表示された
グラフィックボタンにタッチして各機能
を操作します。

選択を確定する：

【OK】にタッチするか、必要な選択項
目にチェックマークを表示させます。
一部の機能や設定は、確認音が鳴り
ます。

前の画面に戻る：

【戻る】にタッチするか、 にタッチ
します。

ホーム画面に戻る：
ホームグラフィックボタンにタッチし
ます。
タッチスクリーン機能は、音楽トラック、
電話番号、設定などの利用可能なリスト
にアクセスできます。
画面上を指でなぞると、リストや選択項
目をスクロールすることができます。
選んだ項目やボタンにタッチすると、そ
の項目が選択されたり、ボタンに関連す
る機能が実行されます。

USBポート
車内には、以下の2箇所にUSBポート
を備えています。

エアコンパネル下部

センターコンソールの小物入れ内
センターコンソールの小物入れ内のUSB
ポートBは充電専用です。
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Apple CarPlayお よ び
Android Auto
Apple CarPlayとAndroid Autoを有効
にするには、互換性のあるスマートフォ
ンを車のUSBポートに接続します。
Apple CarPlayはワイヤレスモードでも
接続できます。
スマートフォンの内容が自動的に 
Uconnectシステムのディスプレイに表
示され、Uconnectシステム上でアプリ
ケーションが実行されます。

- アドバイス -

Apple CarPlay/Android Autoで携
帯電話を接続しているときは、2台同
時使用の機能は使用できません。

車両モード
グラフィックボタン【 】（車両）にタッ
チすると、以下のメニューにアクセスで
きます。
・ 【電気自動車】
・ 【コントロール】
・ 【設定】

【電気自動車】
【電気自動車】の項目には、以下のサブメ
ニューがあります。
・ 【出力フロー】
  電気モーターで消費・回生された電力
およびエアコンの消費電力が図示され
ます。

・ 【運転履歴】
  15分前まで、または過去7日間に消
費・回生された電力を表示します。

・ 【予定】
  高電圧バッテリーの充電予約曜日・時
間およびエアコンの作動予約曜日・時
間＜装備車＞が設定できます。

・ 【充電設定】
  現在のバッテリー残量を表示したり、
家庭での充電レベルを5段階に設定で
きます。
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 高電圧バッテリーの充電予約

スケジュールの設定
1. Uconnectを作動させ、車両モードか
ら「電気自動車→予定」を選択します。
 スケジュール画面が表示されます。

予定#1-
曜日

予定#2-
曜日

予定#3-
曜日

日　　　月　　　火　　　水　　　木　　　金　　　土
充電:01:35PM - 03:00PM

エアコン:12:00PM

空き

日　　　月　　　火　　　水　　　木　　　金　　　土

日　　　月　　　火　　　水　　　木　　　金　　　土

　

　

□

次回予定
充電:火,01:35PM - 03:00PM
エアコン:水,12:00PM

2. 設定するスケジュール（【予定#1】～【予
定#3】）にタッチします。

- アドバイス -

スケジュールは、エアコンの作動予
約を含めて3通り設定できます。

3. 【充電予定を設定】Aにタッチします。

充電予定を設定

満充電します
か？

□ 日　　□ 月　　  火　　□ 水　　□ 木　　□ 金　　□ 土開始日

□ 

開始 停止

4. 希望の開始時間、停止時間および開始
日を設定します。
  満充電まで充電を継続する場合は、【満
充電しますか？】にタッチしてチェッ
クマークを表示させます。この場合は
終了時間は選択できなくなります。
5. ディスプレイ右上の【×】にタッチし
ます。

6. 確認メッセージが表示されたら、【は
い】にタッチします。
 スケジュールが保存されます。
保存されたスケジュールを有効にするに
は、スケジュール画面右側のチェック
ボックスにタッチしてチェックマークを
表示させます。

スケジュール充電の方法
希望のスケジュール（最大3通り）を設
定して有効にした後、「家庭での交流電
源での充電」、「家庭用充電ステーション
（ウォールボックス）からの充電」（取扱説
明書本編参照）、「公共充電ステーション
（交流式）での充電」（取扱説明書本編参照）
に示されている充電手順に従って、充電
ケーブルを接続します。
選択した時間に充電が始まります。
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エアコンの予約作動＜装備車＞

Uconnectから予約設定する
Uconnectでエアコンの予約作動を設定
します。
車両が施錠されている状態であれば、設
定した時間にエアコンが作動を開始し、
イグニッション位置がRUNになります。
エアコンの作動中は、イグニッション位
置はRUNのままになります。
1. Uconnectを作動させ、車両モードか
ら「電気自動車→予定」を選択します。
 スケジュール画面が表示されます。

予定#1-
曜日

予定#2-
曜日

予定#3-
曜日

日　　　月　　　火　　　水　　　木　　　金　　　土
充電:01:35PM - 03:00PM

エアコン:12:00PM

空き

日　　　月　　　火　　　水　　　木　　　金　　　土

日　　　月　　　火　　　水　　　木　　　金　　　土

　

　

□

次回予定
充電:火,01:35PM - 03:00PM
エアコン:水,12:00PM

2. 設定するスケジュール（【予定#1】～【予
定#3】）にタッチします。

- アドバイス -

スケジュールは、車両の充電予約を
含めて最大3通り設定できます。

3. 【エアコン予約を設定】Aにタッチし
ます。

エアコン予定を設定

バッテリーが40%未満になると
エアコン予約に車両の
事前調整を許可する。

□ 　□ 日　　□ 月　　  火　　□ 水　　□ 木　　□ 金　　□ 土リピート

□ 

出発時刻車両が電源に接続されている場合、車内の状態を整えるために、コ
ンセントの電力に加えてバッテリーが使用できます。

4. 希望の開始時間、および利用する曜日
を設定します。
  予約作動を繰り返し使用する場合は、
【リピート】にタッチしてチェックマー
クを表示させます。

- アドバイス -

バッテリー電圧が40%未満のときも
エアコンを作動させる場合は、【バッ
テリーが40%未満になるとエアコン
予約に車両の事前調整を許可する。】
にタッチしてチェックマークを表示
させます。

5. ディスプレイ右上の【×】にタッチし
ます。
6. 確認メッセージが表示されたら、【は
い】にタッチします。
 スケジュールが保存されます。
保存されたスケジュールを有効にするに
は、スケジュール画面右側のチェック
ボックスにタッチしてチェックマークを
表示させます。
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【コントロール】
【コントロール】の項目では、以下の設定
が行なえます。
・ 【画面OFF】
・ 【自動防眩ミラー】＜装備車＞

・ 【リアビューカメラ】＜装備車＞

【設定】
【設定】の項目では、車両の設定が行なえ
ます。

ウィジェット
ホーム画面には、Uconnectの主要機能
の概要が表示される「ウィジェット」があ
ります。

ウィジェットの編集
ウィジェットの入れ替えや削除を行なう
ためには、ウィジェット右上のある【 】
ボタンにタッチします。
ウィジェットを追加するためには、空い
ているウィジェットの【 】にタッチし
て、リストから希望のウィジェットを選
択します。

ページの追加、並び替え、削除
一番右端のページを表示させて、以下の
いずれかにタッチします。

【ページの追加】
レイアウト（2個のウィジェット、または
3個のウィジェットを表示させるか）を選
択すると、ページが追加されます。

【ページ並び替え】
ページのサムネイルが表示されます。移
動させるページを左右にスワイプします。

【ページ消去】
消去するページの【 】にタッチします。

- アドバイス -

ウィジェットやページのカスタマイズ
は、車両が停止しているときのみ操作
できます。走行中にカスタマイズ操作
を行なおうとしたり、カスタマイズ操
作中に走行を再開しようとすると、
Uconnectディスプレイに警告メッ
セージが表示され、操作が終了します。
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ホイールおよびタイヤ
冷間時のタイヤ空気圧
タイヤが温まっているときは、タイヤ空
気圧を推奨空気圧より0.3bar高くしてく
ださい。スノータイヤでは、標準タイヤ
よりも0.2bar高くしてください。
ただし、タイヤが冷めたときに再度空気
圧を確認してください。

タイヤ 最大積載時以外 最大積載時
フロント リア フロント リア

185/65 R15 88T 2.4bar 2.3bar 2.4bar 2.5bar
195/55 R16 91V 2.4bar 2.3bar 2.4bar 2.5bar
205/45 R17 88V 2.4bar 2.3bar 2.4bar 2.5bar
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